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なぜなに？　国語　2011.7.18

な
ぜ
な
に
？　

国
語

作
・
中
野　

守
（
中
野
劇
団
）

　

登
場
人
物

　
　

文
子
（
あ
や
こ
）
お
ね
え
さ
ん

　
　

何
太
夫
（
な
ん
だ
ゆ
う
）
く
ん

　
　

先
生教

育
テ
レ
ビ
番
組
。

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
形
の
何
太
夫
君
が
考
え
込
ん
で
い
る
。
そ
ば
に
大
学
教
授
の
先
生
が
い
る
。

何
太
夫 

 「
先
生
は
食
べ
ら
れ
た
。」

文
子
お
姉
さ
ん
登
場
。
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何
太
夫 

日
本
語
っ
て
難
し
い
な
あ
。

文
子 

ど
う
し
た
の
何
太
夫
君
？

何
太
夫 
あ
、
文
子
お
姉
さ
ん
、
日
本
語
の
助
動
詞
っ
て
難
し
い
ね
。

文
子 
そ
う
ね
。
日
本
人
の
中
で
も
ち
ゃ
ん
と
使
え
て
い
る
人
は
少
な
い
っ
て
言
わ
れ
て
る
わ
。

何
太
夫 

誰
に
？

文
子 

え
え
？

何
太
夫 

文
子
お
姉
さ
ん
。

文
子 

な
あ
に
？　

何
太
夫
君
。

何
太
夫 

「
先
生
は
食
べ
ら
れ
た
」
と
い
う
言
葉
だ
と
「
お
食
べ
に
な
っ
た
」
と
い
う
意
味
に
も
「
食
べ
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
意
味
に
も
「
誰
か
に
食
べ
ら
れ
た
」
と
い
う
意
味
に
も
な
る
よ
ね
。

文
子 

そ
う
ね
。「
れ
る
」、「
ら
れ
る
」
と
い
う
助
動
詞
に
は
四
つ
意
味
が
あ
っ
た
よ
ね
。
受
身
、
可
能
、

尊
敬
、
あ
と
ひ
と
つ
は
何
だ
っ
た
か
な
？
。

何
太
夫 

…
ね
え
。

文
子 

…
。
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何
太
夫 

「
可
能
」
の
場
合
は
「
食
べ
れ
る
」
っ
て
言
っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
の
に
な
あ
。

文
子 

…
。

何
太
夫 

 

五
段
活
用
動
詞
、
例
え
ば
「
触
る
」
な
ら
、
受
身
尊
敬
な
ら
「
触
ら
れ
る
」
だ
け
ど
、
可
能
な

ら
可
能
動
詞
の
「
触
れ
る
」
に
変
化
す
る
か
ら
意
味
が
判
断
し
や
す
い
よ
ね
。「
ら
抜
き
表
現
」

は
、
可
能
動
詞
の
一
種
だ
と
解
釈
し
て
、
恣
意
的
に
使
っ
て
る
人
も
い
る
と
思
う
ん
だ
。
勿
論

文
科
省
の
立
場
も
あ
る
か
ら
「
ら
抜
き
」
が
市
民
権
を
得
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う

ね
。
け
ど
、「
見
ら
れ
る
」
だ
と
「
裸
を
見
ら
れ
る
」
と
い
う
受
身
も
「
お
金
を
渡
せ
ば
見
ら
れ
る
」

と
い
う
可
能
も
同
じ
「
見
ら
れ
る
」
で
や
や
こ
し
い
し
、
そ
の
都
度
説
明
す
る
の
は
非
効
率
だ

よ
ね
。
だ
か
ら
い
ず
れ
は
ら
抜
き
の
方
が
正
し
い
と
さ
れ
る
日
が
来
る
よ
。

文
子 

う
ん
、
で
も
こ
こ
で
は
現
在
正
し
い
日
本
語
を
覚
え
て
い
こ
う
ね
。
そ
れ
と
、
も
う
少
し
普
通

の
例
え
で
説
明
…
。

何
太
夫 

文
子
お
姉
さ
ん
。
文
子
お
姉
さ
ん
。

文
子 

な
あ
に
？　

何
太
夫
君
。

何
太
夫 

食
べ
さ
せ
る
の
を
さ
せ
ら
れ
る
と
き
は
何
て
言
え
ば
い
い
の
？

文
子 

以
前
や
っ
た
使
役
の
助
動
詞
「
せ
る
・
さ
せ
る
」
ね
。
例
え
ば
ど
ん
な
状
況
か
な
。
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何
太
夫 

 

先
生
が
魚
を
食
べ
る
。
こ
れ
を
お
姉
さ
ん
が
先
生
に
さ
せ
る
と
何
て
文
に
な
る
の
か
な
？

文
子 

私
が
先
生
に
魚
を
食
べ
さ
せ
る
。

何
太
夫 

う
ん
。
じ
ゃ
あ
、
今
の
を
僕
が
お
姉
さ
ん
に
さ
せ
る
と
ど
う
な
る
の
か
な
？

文
子 
え
え
？　

何
太
夫
君
が
私
に
先
生
に
魚
を
食
べ
さ
せ
さ
せ
る
。
か
な
？

何
太
夫 
文
子
お
姉
さ
ん
に
と
っ
て
僕
が
尊
敬
す
る
立
場
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
な
？

文
子 

私
が
何
太
夫
君
を
？

何
太
夫 

 

何
太
夫
さ
ま
っ
て
言
っ
て
ね
。

文
子 

何
太
夫
様
が
私
に
先
生
に
魚
を
食
べ
さ
せ
さ
せ
ら
れ
る
。

何
太
夫 

意
味
は
そ
の
ま
ま
で
先
生
に
さ
せ
る
の
で
は
な
く
て
、
魚
に
さ
せ
る
と
言
い
た
い
と
き
は
ど
う

い
う
の
か
な
？

文
子 

そ
ん
な
状
況
っ
て
あ
ま
り
な
い
と
思
う
わ
。

何
太
夫 

あ
る
か
も
し
れ
な
い
よ
ね
。

先
生 

あ
る
か
も
知
れ
な
い
ね
。

文
子 

何
太
夫
君
が
。

何
太
夫 

 

様
で
。
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文
子 

何
太
夫
様
が
私
に
魚
を
先
生
に
食
べ
ら
れ
さ
せ
さ
せ
ら
れ
る
。

何
太
夫 

…
。

文
子 

先
週
の
お
さ
ら
い
。
私
は
魚
を
食
べ
た
い
。「
た
い
」
は
何
だ
っ
た
か
な
？

何
太
夫 
さ
か
な
。

文
子 
「
希
望
」
の
助
動
詞
だ
よ
ね
。
こ
れ
を
先
生
が
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
に
文
を
変
え
る
と

ど
う
な
る
の
か
な
？

何
太
夫 

…
。

文
子 

何
太
夫
君
？

何
太
夫 

僕
に
聞
い
て
る
の
？

文
子 

…
そ
う
よ
。

何
太
夫 

私
は
先
生
が
食
べ
た
い
。

文
子 

そ
う
じ
ゃ
な
い
よ
。「
先
生
」
が
思
っ
て
い
る
の
。

何
太
夫 

先
生
が
文
子
お
姉
さ
ん
を
食
べ
た
が
る
。

文
子 

じ
ゃ
な
く
て
魚
を
だ
け
ど
、そ
う
だ
ね
。一
人
称
の
場
合
は「
た
い
」だ
け
ど
、三
人
称
の
場
合
は「
た

が
る
」
に
な
る
よ
ね
。
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何
太
夫 

じ
ゃ
あ
、
同
じ
意
味
で
魚
が
主
語
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？

文
子 

魚
が
先
生
に
食
べ
た
が
ら
れ
る
。

何
太
夫 

魚
が
食
べ
ら
れ
た
い
っ
て
思
っ
て
い
る
場
合
は
？

文
子 
魚
が
先
生
に
食
べ
ら
れ
た
が
る
。

何
太
夫 
「
食
べ
た
が
ら
れ
る
」
と
「
食
べ
ら
れ
た
が
る
」
は
よ
く
似
て
い
る
け
ど
意
味
が
全
く
違
う
か
ら

間
違
え
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
ね
。

文
子 

で
も
、
使
う
状
況
が
な
い
と
思
う
わ
。

何
太
夫
、
舌
打
ち
。

文
子 

今
、
チ
ッ
（
て
言
っ
た
よ
ね
）。

何
太
夫 

言
っ
て
な
い
よ
。

文
子 

こ
れ
で
殆
ど
の
助
詞
と
助
動
詞
を
勉
強
し
た
よ
ね
。

何
太
夫 

う
ん
。

文
子 

じ
ゃ
あ
、
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
か
。

何
太
夫 

じ
ゃ
あ
、
王
様
ゲ
ー
ム
。
僕
が
王
様
だ
よ
。
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文
子 

違
う
わ
。
助
動
詞
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
よ
。
そ
ん
な
最
初
か
ら
王
様
が
決
ま
っ
て
る
ゲ
ー
ム
は
し

な
い
わ
。
ど
れ
だ
け
助
動
詞
を
覚
え
て
い
る
か
。

何
太
夫 

わ
あ
、
面
白
そ
う
。
じ
ゃ
あ
僕
見
て
る
ね
。

文
子 
何
太
夫
君
も
参
加
す
る
の
よ
。
私
ひ
と
り
で
や
っ
た
ら
寂
し
い
人
み
た
い
に
な
っ
ち
ゃ
う
わ
。

何
太
夫 
視
聴
率
的
に
は
そ
う
い
う
の
も
い
い
と
…
。

文
子 

は
ー
い
。
こ
こ
に
、（
ボ
ー
ド
を
用
意
）
九
種
類
の
助
詞
や
助
動
詞
の
意
味
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

「
基
本
」「
受
身
」「
希
望
」「
使
役
」「
嘆
願
」「
否
定
」「
可
能
」「
過
去
」「
様
態
」。

携
帯
の
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
何
太
夫
が
目
に
入
る
文
子
。

文
子 

今
か
ら
言
う
動
詞
に
こ
こ
に
書
い
て
あ
る
意
味
の
助
詞
や
助
動
詞
を
ど
ん
ど
ん
つ
け
て
い
っ
て

ね
。

何
太
夫 

よ
う
し
、
仕
事
だ
か
ら
頑
張
る
ぞ
。

文
子 

え
っ
と
、
じ
ゃ
あ
、
何
太
夫
君
か
ら
ね
。
お
題
は
「
笑
う
」。

何
太
夫 

「
笑
う
」
か
。
オ
ッ
ケ
ー
。

文
子 

受
身
。
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何
太
夫 

先
生
「
笑
わ
れ
る
」。

文
子 

ど
う
し
て
「
先
生
」
っ
て
つ
け
る
の
？

何
太
夫 

 

面
白
い
か
ら
。

文
子 
基
本
。

何
太
夫 
先
生
「
笑
う
」。

文
子 

使
役
、
希
望
。

何
太
夫 

 

先
生
「
笑
わ
せ
た
い
」。

文
子 

可
能
、
否
定
。

何
太
夫 

先
生
「
笑
え
な
い
」。

文
子 

受
身
、
様
態
。

何
太
夫 

先
生
「
笑
わ
れ
そ
う
」。

文
子 

否
定
、
嘆
願
。

何
太
夫 
 

先
生
「
笑
わ
な
い
で
」。

文
子 

使
役
、
可
能
、
否
定
、
過
去
。

何
太
夫 

え
ー
？　

先
生
「
笑
わ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
」。

文
子 

す
ご
ー
い
。

何
太
夫 

ど
ん
な
も
ん
じ
ゃ
ー
い
。
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文
子 

「
先
生
」
っ
て
つ
け
る
と
面
白
い
ね
。

何
太
夫 

じ
ゃ
あ
、
交
替
。
今
度
は
文
子
お
姉
さ
ん
が
答
え
さ
せ
ら
れ
る
番
だ
よ
。

文
子 

…
わ
か
っ
た
。
私
も
「
先
生
」
っ
て
つ
け
て
い
い
か
な
。

何
太
夫 
え
ー
？　

い
い
よ
。
途
中
か
ら
だ
ん
だ
ん
早
く
な
っ
て
く
か
ら
ね
。

ボ
ー
ド
を
受
け
取
る
何
太
夫
。

文
子 

じ
ゃ
あ
、
私
の
お
題
は
何
か
な
？

何
太
夫 

「
行
く
」

文
子 

オ
ッ
ケ
ー
。

何
太
夫 

可
能
、
否
定
。

文
子 

先
生
、
行
け
な
い
。

何
太
夫 

希
望
。

文
子 

先
生
、
行
き
た
い
。

何
太
夫 

使
役
、
嘆
願
。

文
子 

先
生
、
行
か
せ
て
。
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何
太
夫 

様
態
。

文
子 

先
生
、
行
き
そ
う
。

ど
ん
ど
ん
早
く
な
る
何
太
夫
。

何
太
夫 
基
本
。

文
子 

先
生
、
行
…
。

何
太
夫 

基
本
。

文
子 

…
。

何
太
夫 

基
本
。

何
太
夫
を
睨
む
文
子
お
姉
さ
ん
。

文
子 

…
。

何
太
夫 

基
本
。
…
基
本
。
…
基
本
。
…
基
本
。
基
本
、
基
本
基
本
基
本
基
本
。

間
を
た
め
る
何
太
夫
。
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何
太
夫 

過
去
…
。

文
子 

…
。

何
太
夫 
…
。

文
子 
…
。

先
生 

お
や
お
や
、
何
太
夫
君
。
い
つ
に
も
ま
し
て
悪
い
顔
に
な
っ
て
い
る
よ
ね
。
今
日
も
や
っ
ぱ
り

最
後
は
セ
ク
ハ
ラ
で
し
た
。
来
週
か
ら
多
分
新
し
い
番
組
が
始
ま
り
ま
す
。
さ
よ
う
な
ら
。

手
を
振
る
先
生
と
何
太
夫
。
終
わ
り
。


